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小数や分数の四則計算

年 組 

名前 

※整数や小数の時に成り立った計算のきまりは、分数でも成り立ちます。

取り組んだ日 月 日 
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計算のきまり

① × ＝ ×

②（ × ）× ＝ ×（ × ）

③（ ＋ ）× ＝ × ＋ ×

④（ － ）× ＝ × － ×

計算のきまりを使うことで、より簡単に計算できます。
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※より計算を楽にできるように、計算のきまりを使うことが大切です。
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になるので、計算が楽になります。

共通している数以外を かっこ）に入れて計算

することで、かけ算が一度になって計算が楽

になります。

中学校では、計算のきまりのことをこのよ

うに言います。知っておくとよいですね。

①のきまりを「交換法則」

②のきまりを「結合法則」

③④のきまりを「分配法則」

図で表すと意味が分かりやすく

なります。
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